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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

病院がすぐ近くにあり、祝祭日、平日、夜間にかかわらず24時間対応の医療連携ができてい
る。平口周辺には豊かな田園風景があり、のんびりと生活できる静かな環境にある。毎月季
節に合った行事や外出を取り入れ、毎月写真入りのおたよりを利用者及びご家族に発行して
いる。

1  自己評価及び外部評価結果

法人名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地

事業所名

評価機関名

所在地

2278300311

医療法人社団明徳会

静岡県浜松市浜北区平口２４０６－１

グループホームいつくしみの郷 一階

平成29年8月25日自己評価作成日 評価結果市町村受理日 平成29年1月12日

訪問調査日 平成29年9月26日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
散歩に出かける近隣の公園では子どもたちと触れ合ったり、石榴を拾って帰ってくることもあ
り、事業所玄関には日日草、サルビア、ペンタスが咲き誇っています。家族からは苦言、相談
が日常的にあり、ざっくばらんな雰囲気は「３月のいちご狩りは遠方以外の家族はほぼ参加す
る恒例行事」へと結実しています。老人保健施設や協力病院が近くに在り、状態変化や重度
化でも医療連携が取りやすく、迅速に対応してもらえることが家族の安心につながっているこ
ともその下支えとなっています。「理念―気持ちの良い生活」が念頭に置かれたケア実践が介
護計画書にあり、組織としても状況掌握が各ユニットの責任者によって成されています。

基本情報リンク先
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyo

u_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2278300311-

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2278300311-00&PrefCd=22&VersionCd=022
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2278300311-00&PrefCd=22&VersionCd=022


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（グループホームいつくしみの郷 一階）

身体拘束をしないケアを実践している。玄関
の自動ドアは出るとすぐ車通りの激しい道路
で危険なためにタッチ式になっている。いつ
でも外に出られるよう行きたい様子があれば
一緒に出ている。

研修に参加したり、施設全体に向けて勉強
会が行われ自主的に参加、勉強することが
出来ている。管理者からの指導のもと、常に
気を付けている。

入退居の状況、最近の入居者の方々の様子
を伝えている。

運営推進会議に出席していただき、質問や
相談をしている。

日常的な交流はあまりできていない。散歩な
どの外出で出会った時に挨拶を交わしてい
る。2か月に1度「いつくしみ便り」を町内に
配っている。

「いつくしみ便り」を配ったり、運営推進会議
を通して区役所の方々と連携をとっている。
中学生や高校生などの職場体験を受け入
れ、これからの介護現場での担い手の教育
に活かしている、

運営推進会議を介しての関わりは、担当が浜北
区役所から本所に移行したことで減っていて、概
ね半年に１回の出席となっています。担当部署
が変わったことで案内が遅れたことも原因の一
つと考え、事業所ではこれまで通りの段取りを復
活させ、連携を密にすることにしています。

拘束に至らせずリスク回避する方法を模索する
ようにしていて、例えばベッド上で動きが活発な
利用者には転倒防止の為ベッドを止め、床にま
ず絨毯、その上にマットレス、布団と敷いて対応
しています。何か気づきがあれば月１回おこなう
会議で振り返っています。

スピーチロックについては「詳細まで意識
することで職員の言葉が逆に抑制され、
萎縮から会話や関わりが減るのは困る」
としていますが、「言っていいこと、いけな
いこと」について一度職員間で確認しあう
と、なおよいと思います。

「専門学校生（作業療法士）のコミュニケーション
実習」「浜名・笠井・北浜の中学生徒の職業体
験」「看護学校生４０名が１名に付３日の実習」
と、生徒の来訪が豊富です。自治会費を納め、
回覧板には隔月発行の「いつくしみ便り」を挟ん
でもらえ、PRが叶っています。

法人内の他サービスの恩恵もあることか
ら地域交流の進捗はなかなか進んでいま
せん。先ずは防災訓練に参加することを
期待します。

市役所介護保険課、地域包括支援センター、民
生委員、町内会長、家族、職員とで集い、隔月開
催できています。例えば８月の会議では９月予
定の防災訓練について意見を仰ぎ、方法や段取
りを実際に合致した効果的なものとすることがで
きていて、出席者の真摯さが伝わります。

外部評価

実践状況

理念の「気持ちの良い生活」を利用者に過ごして
もらう為に、特に利用者の行動抑制をしないよう
に注意を払っています。また急に立ち上がった
利用者にスピーチロックをすることなく、自然に
車いすを寄せて移乗がスムーズに出来るよう職
員が動く様子からも実践を確認しました。

「利用者の行動抑制をしないように注意を
払っている」というのは、第三者には手厚
くないように映ることもあるため、行動の
奥にある優しさや思いやりが滲む介護に
ついて一度話し合う機会があると、なおよ
いと思います。

自
己

外
部

項　　目
自己評価

「気持ちの良い生活」を理念とし、玄関に掲
示しながら共有している。1人1人にとって気
持ちよく生活できるように援助している。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームいつくしみの郷 一階）

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

運営推進会議や面接時、面会に来た時に声
を掛けてご意見を伺ったり最近の様子を伝え
させてもらっている。

管理者に相談する機会があり、意見や質問
をする機会がある。

なるべく通勤時間に終われるように協力し合
うようにと指導があり、職員同士配慮し合っ
ている。休日希望はすべて通っている。

順番で行けるように配慮されていてみんな参
加できる。

研修に参加することで同業者と交流すること
はある。

運営推進会議では新規入所の利用者家族が
「帰宅願望が心配で面会数を増やしていたが、と
ても馴染んでいるようで安心した」という意見も挙
がり、日常的に清掃や費用について相談や意見
があって風通しがよいことが覗えます。

全員出勤する行事（毎月１回）の後、「フロアミー
ティング」を実施しています。直近の入職者も３
年と定着率は高く、開設当初からの職員も数名
います。何でも言いやすい雰囲気を管理者がつ
くれており、資格取得のような職業的なことから
プライベートな相談まで入ってきています。

学ぶ機会は個々に研修で学べる。活用する
のは主に相談対応する管理者が対応してい
る。

入居前の面談にて、ご質問やご意見ご要望
を伺い、その後も話が聞ける態勢を整えてい
る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームいつくしみの郷 一階）

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居される際は新しく買ったものではなく今
まで使っていた馴染みの物をもってきてもら
える様に話している。面会に来てもらったら
居室や食堂でゆっくりしてもらえる様にしてい
る。

仲間はずれにならないように出来るだけ気の
合う仲間同士は、一緒に行動が出来る様に
職員間で十分考えながら席を決めている。問
題が起きたらその都度席替えをして対処して
いる。

入居したばかりは不安が大きいので話を密
に行うようにし細かいことも記録し何を求めて
いるか家人との面談で得たり情報を職員間
で共有し意見交換しながら早くなじめるように
努めている。

外出を兼ねて以前から通う美容室へと家族が送
迎くださるのが入所以来続いている人や、体操
教師だった人の元には教え子が訪れてくれたこ
ともあります。自宅に２泊外泊したケースでは、
夜間の様子や排泄介助などを事前に伝え、家族
が安心できるよう支援しています。

残存機能を生かせる様に出来る事出来ない
ことを見極めるようにしている。本人の出来
る事、得意なことはなるべく自分でやっても
らったり一緒に行っている。

外出や外泊は、本人やご家族の希望を尊重
し自由に行ってもらっている。フロアーの行事
もご家族に参加してもらったりしてご家族と職
員とのつながりも大切にしている。

入居前に家人との面談の時間を設け質問や
要望不安など聞くようにしている。安心しても
らえる様に面会時には日々の生活の様子を
伝えコミュニケーションを取るように努めてい
る。

入居前のご家族との面談や入居者とのコミュ
ニケーションの中で出た要望なども含め入居
者に適した納得してもらえる入居プラン作り
に努めている。

4/27



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームいつくしみの郷 一階）

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

利用者１～２名に職員１名が担当して細やかな
モニタリングがおこなわれることで、家族と担当
者との情報交換が確かになり、またケアプラン会
議では他の職員の視点も入って情報がさらに磨
かれ介護計画書に活きています。

入居時にはセンター方式の一部を使って聞き取
りを念入りにおこない、また暮らしの中では居室
で利用者本人と職員とで密に話をする機会があ
り、意向把握は主にその場でできています。また
本が好きで「本屋に行きたい」と表出が確かな人
には都度実現を支援しています。

多くの目や意見が入る様にチームで作成し
ている。また、毎月職員のミーティングを開き
ケアの方法など意見を出し合い、必要であれ
ば家人や本人と話し、相談しながら作成して
いる。

生活記録や申し送りノートへこまめに記入し
職員間で情報を共有できるようにしている。
ケアプランの参考になったりより良いケアに
つなげられるように努めている。

日々の会話からこれまでの生活がどんなも
のだったか本人から聞いたりご家族からも話
を聞いて職員間で共有している。入居時に
は、アセスメントとして記録を残したり日々の
会話から得た新しい情報も生活記録などに
記入する事で全員把握出来ている。

個々の生活パターンを重視し、その人らしい
生活が出来る様努めている。毎日バイタル
チェックを行いおかしいところはないか普段
からよく観察するようにしている。

病院へ入院されたりする入居者があっても定
期的に面会へ行ったり、ご家族と会ったりし
てお話を聞く機会があり、相談に応じたりして
いる。

入所時生活歴などを詳しく聞き、今までの暮
らし方や家人の意見に合うようにまた、日常
の行動や言葉に注意し、思いを汲み取るよう
に努めている。

ご家族と面談し要望を聞き職員間でもその人
に合ったニーズを考えている本人の生活健
康状態を観察しその時に合った介助支援が
出来る様職員間でも努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームいつくしみの郷 一階）

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

春と秋実施と決めていて、秋の訓練は「老人保
健施設エーデルワイス」「ケアハウスゆとりの郷」
「介護付有料老人ホーム・メディカルテラス」と合
同で消火器訓練と放水訓練をおこなっていま
す。また連絡網伝達訓練では夜勤者３名のため
にも連絡網で応援を呼ぶことを想定しました。

　

入居時、「重度化に際しては老人介護保健施
設、病院への紹介をおこなう」との文面が記載さ
れた「医療体制についての基本方針」へ家族署
名をもらえていることもあり、「重度化したら母体
病院へ」と家族は認識していて、その時を迎えて
慌てることはないとの安心となっています。

全員が協力医に変更していますが、１名のみ
ペースメーカー使用のため点検等の場合に限り
他病院へ受診します。１ヶ月半の頻度で通院が
あり「受診連絡表」に記載した内容は複写を家族
に郵送しています。また管理者が看護師なこと
から採血などは速やかに所内で可能です。

同法人の十全記念病院なので、連携がとり
やすい環境にある。病院関係医者との情報
交換などは看護師を中心に出来ている。

状態に変化があった折にご家族と相談を持
つようにしている。医療面が必要となる場合
は病院への退去を進めている。

24時間対応で医療面のバックアップは万全
であり十全記念病院がかかりつけ医となって
いて定期的に受診している。

管理者が看護師なので、いつでも相談報告
ができている。毎朝申し送りを行い話が出来
る環境である。異変があった場合は看護師
に報告指示をもらい対応している。

近所にどんな施設や建物お店などがあるか
把握しその時出掛けるのに一番最適な場所
へ行けるよう努めている。

各ユニットに緊急対応マニュアルが置いてあ
り、急変時や事故発生時などには役立てて
いる。看護師からの指示があればかかりつ
け医へ救急で行くようになっている。

年二回避難訓練を行っている。日中のみの
訓練で夜間は訓練をしていない。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームいつくしみの郷 一階）

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

普段は併設事業所の厨房から副食が届くもの
の、欠食日を設けることで全て手作りが週１日は
あり、栗ご飯、ちらし寿司、とん平焼き等ちょっと
特別なメニューとし、おやつではホットケーキ、カ
ステラにデコレーションしたり、お弁当持参のミニ
ピクニックを楽しむこともあります。

一部職員に配慮に欠ける振舞があり、「自身の
我が家と思っている？」ような節もみられます。
課題を克服しての自己変容を難儀とする本人に
他の職員も許容している現状に対して、家族が
心配せずに済む利用者主体の暮らしを念頭にお
いて、事業所全体の課題と捉え対応を検討中で
す。

左記状況結果については１日のみ訪問の
評価調査者には判断も難しく、職員会議、
運営推進会議や家族会で議案にして共
有してくことを期待します。

個人個人の生活リズムを大切にしている。時
間も入居者の時間に合わせて対応してい
る。

入浴後の着替えは職員が服を選んでしまっ
ていることが多いが朝の着替えの時などは
なるべく本人の来たい服を選んでもらうように
している。声掛けにて髪をブラシでとかしても
らうようにしている。

反応が良い呼び方を主に選んでいるが、基
本は○○さんと言う呼び方をしている。入居
時家人からなんと呼ばれるのが好きか聞い
ている。一人一人の性格に合わせた接し方、
言葉を選び対応している。声の大きさにも注
意している。

一方通行な会話をしないように言葉だけでは
無く表情もよく見るように心がけている。帰宅
願望のある入居者には声掛けで一時納得し
て待ってもらう事が多い、どうしても思い通り
に行かない時がある場合は外に出て散歩し
たりして環境を変えている。

就寝前に歯磨き入れ歯洗浄うがいを行って
もらっている。口臭がある方にはうがい液を
使用してもらう事で改善されている。

週二回の朝食作りのメニューを一緒に考えそ
れぞれの出来る力に合わせて準備や片付け
調理などを行えるように支援している。

食事量を記録し体調チェックにも努めてい
る。食事以外にも10時と15時にお茶の時間
を取るようにしている。また、好みの飲み物を
個別に用意している。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームいつくしみの郷 一階）

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

車いすに乗ったまま移動できるリフト車で月１度
は外出行事を実施し、普段は「面倒だ」とか「寝
ていたい」という人の意欲も不思議と高まり、都
田公園、浜北総合体育館の公園や大型ショッピ
ングセンターのフードコート、飲食店など、今と
なっては馴染みとなる場所を巡っています。

脱衣スペースが十分確保されていて、清潔な空
間です。週２回を目安に個人毎に湯を入れ替え
て、「毎日入りたい」要望にも応えています。また
夜間帯の入浴は職員の負担は増えますが、「夜
がいい」という人は就寝前に温まることで安眠で
きていて、本人本位に尽力しています。

排泄チェック表は必要に応じて使用しています。
「使用するパットの枚数を少なく出来ないか」とい
う家族相談があったことで、「１日に１枚でも減ら
すことが出来ないか」と職員が排泄チェック表や
排泄場面から検討し、気持ちに応えることができ
た例もあります。

家事は一人一人出来ることを行ってもらって
いる。テレビ、本、パズル、散歩など楽しみは
ある程度あると思う利用者の性格は個々に
違うのでその人に合た生活が送れるように
見守っている。

排便困難な方や確認出来る方のみだが排泄
チエックをしている。乳製品や植物繊維を出
来るだけ多く摂取できるように努めているま
たサプリメント、ヨーグルト内服、座薬など
色々工夫している。

家族で外食に行ったり月一回外食出来る様
に企画し、お散歩も行きたい時には出かけら
れるようにしている。

気持ちよく休んでもらえる様、就寝前の声掛
けには特に気を付けています。無理やり寝か
しつけたりせず自分から寝たいという気持ち
になってから休んでもらうようにしてもらって
います。日中も眠そうにしていたり体がえらい
と訴えてきた場合はゆっくり居室で休んでも
らっています。

お薬情報はファイルにとじ受診内容も職員が
分かる様に記載して薬や症状の変化を記載
している。

毎日入浴したい人には毎日入ってもらってい
る。入浴の時間なども本人の習慣とその日
の体調に合わせるようにしている。感染予防
の為に一人一人のお湯はその都度交換して
いる。洗濯物についても別々に回している。

排泄チェック票の記録は時間帯と種類のみ
で生活記録表に状態など細かく記載してい
る。日中はなるべくパンツにしてもらってい
る。トイレ誘導も時間を決めて行っている。夜
間は安眠のためその人に合った排泄方法で
対応している。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームいつくしみの郷 一階）

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

転倒リスクがあると予見された人の居室には絨
毯が敷かれていて（ガムテープで床とは密着して
いる）、転倒事故が減っています。全ての居室に
隙間再利用の収納ラックがあり、家族写真の額
や帽子を綺麗に置いたりと使用方法は様々で、
利用者によって個性、特色が見られます。

「居室の清掃が行き届いていない」との家
族意見が届くものの、居室に職員が出入
りすることを嫌がる利用者がいるとのこと
ですので、入浴時に他ユニットの応援を
以て実現できないか、検討を期待します。

壁には、地域住民向けの回覧板用「いつくしみ
便り」、家族に送る「いつくしみの郷たより」や、行
事での思い出写真が掲示され、楽しい雰囲気が
伝わってきます。牛乳パックで作った足のせ台や
ソファの配置からも「居心地の良さを」との苦心
が感じられます。

居室の入り口に名前といつくしみで撮った自
分の写真を貼っている。また、引っ掛かりや
すいものや余分なものは置かないようにして
いる。自分で自由に動けるように見守りを強
化している。

入居時お小遣いを預かり職員が管理してい
る。混乱を避けるためあえて支払いをしてい
ただいていない方もいる。

電話を掛けたいと希望があれば掛けてもらっ
ている。

季節に応じた掲示をしたり、写真やおたより
などを飾っている。玄関には季節の花を飾り
外出の度に喜んでもらっている。

食堂のテーブル以外にも二人掛け、三人掛
けのソファーがあるので仲の良い方同士でそ
れぞれ好きな場所でおしゃべりを楽しんでい
る姿をよく見かけます。

部屋のスペースが広くゆったりとしているそ
れぞれ好みの家具や小物を置いている。家
族の写真やこれまでの趣味の物なども飾ら
れている。
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○
62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2278300311-00&PrefCd=22&VersionCd=022 散歩に出かける近隣の公園では子どもたちと触れ合ったり、石榴を拾って帰ってくることもあ
り、事業所玄関には日日草、サルビア、ペンタスが咲き誇っています。家族からは苦言、相談
が日常的にあり、ざっくばらんな雰囲気は「３月のいちご狩りは遠方以外の家族はほぼ参加す
る恒例行事」へと結実しています。老人保健施設や協力病院が近くに在り、状態変化や重度
化でも医療連携が取りやすく、迅速に対応してもらえることが家族の安心につながっているこ
ともその下支えとなっています。「理念―気持ちの良い生活」が念頭に置かれたケア実践が介
護計画書にあり、組織としても状況掌握が各ユニットの責任者によって成されています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成29年9月26日

所在地 静岡県浜松市浜北区平口２４０６－１

自己評価作成日 平成29年8月25日 評価結果市町村受理日 平成29年1月12日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2278300311 近くに病院があるため、何かあればすぐ対応できるところ。施設周辺には豊かな田園風景が
広がっており、のんびりと生活できる静かな環境にある。毎月季節に合った行事や外出を取り
入れ、写真入りのお便りを利用者及び家族に発行している。法人名 医療法人社団明徳会

事業所名 グループホームいつくしみの郷　２階



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

利用者は、フロア内は自由に動いてもらって
いるが、エレベーターや玄関の操作は職員
が行っている。

研修や施設の勉強会にて学ぶ機会がある。
また、日頃から身体に変わったことがないか
観察している。

２ヶ月に１度、会議を開催して、意見を出して
もらい、サービス向上に役立てている。

毎回、会議に参加して頂いている。

毎月、ドライブを企画して、近くの公園に行っ
ている。また、納涼祭に参加して地域の人と
交流している。

自己評価

町内会のおたよりに認知症のこと」を載せて
理解してもらっている。

外部評価

実践状況

玄関に「気持ちの良い生活」という理念を掲
げ、職員みんなで共有して実践につなげてい
る。

静岡県（グループホームいつくしみの郷　２階）

自
己

外
部

項　　目
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　２階）

自
己

外
部

項　　目

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

研修に参加することで同業者と交流する機
会があり、意見交換をしてサービス向上に努
めている。

毎月、希望休を通してくれる。

研修や勉強会に参加する機会がある。資格
取得をすすめている。

ご家族には、面会、面談時に要望を聞き、意
見を反映している。

施設長と会う機会がよくあるのでいろいろ話
を聞いてもらっている。

現在、利用されている方はいないが、状況に
応じて活用できるよう支援していきたい。

入居前に面談を行い、説明をしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　２階）

自
己

外
部

項　　目

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

ご家族や友人が来られた時は、居室などで
お話をしている。外出したいと言った時は、一
緒に行っている。

仲の良い者同士、同じテーブルにして、お話
されている。

本人ができることは、自分でやってもらってい
る。できないことは支援している。

職員のみで本人を支えるのではなく家族の
方にも協力して頂き、共に本人を支えていく
関係を築くようにしている。

面会、面談時に話を聞いている。

本人にとって、何が必要かを考えプランを作
成している。

不安な様子がみられたら、安心できるように
話を聞くなどして対応している。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　２階）

自
己

外
部

項　　目

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

必要なサービスができるようにし、ご家族と
協力し、対応している。

ミーティングや面談時に話し合いをしている。

毎日、生活の様子を記録して情報を共有して
いる。実践、計画の見直しに活かしている。

ご家族からの情報を活用する。また、新しく
得たことは、記録して生活援助の参考にして
いる。

個々の生活リズムを大切にしている。何か変
化があったら看護師に報告、相談している。

退去後も、入院先へ面会に行く等して関係を
継続している。

家族と話し合いながら本人の思いや希望に
なるべく添えるような支援をしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　２階）

自
己

外
部

項　　目

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

何かあれば、看護師に相談している。

年２回の避難訓練を行い、利用者さんの安
全な避難方法を確認している。

体調が悪くなったら、近くの病院へ入退院し
ている。看護師を通じて、病院と関係づくりを
行っている。

ご家族、職員、看護師等、話し合い、ホーム
で出来る事をできるだけしている。

系列の病院に定期的に受診し、適切な医療
が受けれるようにしている。

何か変わったことがあれば、看護師に報告、
相談している。

行事の時に利用者の気分転換も含め、近所
も公園へ出掛けている。

15/27



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　２階）

自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

声掛け、見守りにてハミガキや入れ歯洗浄を
行っている。

できる利用者には一緒に食事の準備や片付
けをしてもらっている。

体調に合わせてきざみ食や水分にとろみを
つけている方がいる。また、不足している時
は好きなものを提供している。

一人一人の体調や希望等に合わせ、本人の
ペースを大切にした支援を行っている。

基本的にご本人に服は決めてもらっている。
必要に応じて衣類調整している。

言葉使いに気をつけ、対応している。

個々の能力に合わせて、自己決定できるよう
にしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　２階）

自
己

外
部

項　　目

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

ご家族の協力を得ながら外出できるようにし
ている。天気の良い日は、散歩に行くように
している。

夜間、安眠できるよう、日中の活動を積極的
に取り、生活リズムを確保している。

服薬は職員が管理して、誤薬しないよう努め
ている。

ぬり絵や散歩など一人一人やりたいことを行
えるように支援している。

水分補給時に牛乳を飲んでいる。また、食事
を食べない等いつもと違う時は、坐薬をさす
場合もある。

無理強いせず、入りたいと言った時に入浴介
助を行っている。

なるべくトイレで排泄できるように食事前後に
声掛け、誘導をしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　２階）

自
己

外
部

項　　目

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

危険と予測されるものは、排除している。ま
た、トイレや居室の場所が分かるように貼り
紙を貼っている。

全室個室のため、独りになりたい時は、部屋
で過ごしている。また、他利用者さんと楽しく
過ごせるスペースもあり、その時の気分で思
うように過ごせるようにしている。

季節ものの掲示をしている。また、エアコンを
使用し、温度、湿度の調節をしている。

居室には、使い慣れたものを置くようにして
いる。

主にお金の管理は職員が行っているが、理
解している利用者さんは、自分で管理して職
員の見守りのもと買い物をしている。

本人の希望があれば、電話をかけられるよう
にしている。
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【評価機関概要（評価機関記入）】
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62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2278300311-00&PrefCd=22&VersionCd=022 散歩に出かける近隣の公園では子どもたちと触れ合ったり、石榴を拾って帰ってくることもあ
り、事業所玄関には日日草、サルビア、ペンタスが咲き誇っています。家族からは苦言、相談
が日常的にあり、ざっくばらんな雰囲気は「３月のいちご狩りは遠方以外の家族はほぼ参加す
る恒例行事」へと結実しています。老人保健施設や協力病院が近くに在り、状態変化や重度
化でも医療連携が取りやすく、迅速に対応してもらえることが家族の安心につながっているこ
ともその下支えとなっています。「理念―気持ちの良い生活」が念頭に置かれたケア実践が介
護計画書にあり、組織としても状況掌握が各ユニットの責任者によって成されています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成29年9月26日

所在地 浜松市浜北区平口２４０６－１

自己評価作成日 平成29年8月31日 評価結果市町村受理日 平成29年1月12日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2278300311 協力病院が近くにあり何かあった時はすぐに対応してもらえるように連携を図っている。施設
周辺には豊かな田園風景が広がっており、のんびりと生活できる静かな環境にある。毎月季
節に合った行事や外出を取り入れ、写真入りのお便りを利用者及び家族に発行している。法人名 医療法人　明徳会

事業所名 グループホームいつくしみの郷　３階



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

身体拘束のないケアに努めている。玄関や
エレベーターの操作は利用者の安全の為職
員が行っている。ベットが使えない方は床部
屋とし、自由に動ける動ける環境作りをして
いる。

年一回勉強会があり参加している。利用者
に変わった様子はないか観察をするようにし
ている。職員がストレスを溜めないようにお
互いに声を掛けあい防止に努めている。

二ヶ月に一度開催している。会議の内容は
記録に残し、職員全体で共有し、サービス向
上に活かしている。

二ヶ月に一度の運営推進会議にて市町村の
担当者と意見を交わす機会としている。

近隣の公園やショッピングセンター、飲食店
へ出掛ける機会を作っている。散歩をする際
は近隣住民と挨拶を交わしている。

自己評価

二ヶ月に一度町内会お便りを発行し、施設の
活動や認知症に関しての情報を伝えている。

外部評価

実践状況

「気持ちの良い生活」を理念に掲げている。
ケア方法に迷った時は理念に立ち戻り、それ
を踏まえて検討するようにしている。

静岡県（グループホームいつくしみの郷　３階）

自
己

外
部

項　　目
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　３階）

自
己

外
部

項　　目

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

研修会へ参加する機会を作り、交流する場と
している。

職員一人一人に合った勤務体制、環境等配
慮してもらっている。

各自に合った研修会への参加、資格取得を
勧めている。

面談の場を設け、意見や要望を言える機会
を作っている。又、玄関に苦情サービスにつ
いて掲示している。

いつでも管理者に相談できる体制となってい
る。

制度についての研修会に出席できる機会を
作っている。必要に応じて利用できるように
支援している。現在利用している方はいな
い。

契約に関してはその都度口頭や書面にて説
明している。面談等を通し、不明な点はない
か確認している。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　３階）

自
己

外
部

項　　目

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

家人からの制限がない限り、面会や外出外
泊は自由である。

気の合う利用者同士が話をしたり、助け合え
るように配慮している。職員が会話の橋渡し
をし、孤立しないように努めている。

個人のできることを把握し、できる限り一緒に
行い、お互いに「ありがとう」と言える関係作
りに努めている。

家人にはチームの一員であるということをお
話しし、協力を頂いている。例えば、面会、外
出外泊など自由にしてもらい、家族の絆を大
切にしてもらうのと同時に職員と家人とのコ
ミュニケーションも大切にし、信頼関係を築い
ている。

入居時に面談の場を設け、情報を聞くのと同
時に不安や要望等はないか確認をしてい
る。

暫定プランに沿ってサービスを提供してい
る。本人、家族共に要望等ないかこまめに確
認するようにしている。

困っていることはないか、不安なことはない
か確認するようにしている。何でも言える関
係作りに努めている。入居時に得た情報を
職員全体で把握できるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　３階）

自
己

外
部

項　　目

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

その時の状態や要望に合わせてサービスを
提供している。

月に一度チームで話し合いをする機会を作っ
ている。家人とは面会時や面談の場を設け
て話し合いをしている。

日々の生活の様子を記録し、職員全体が把
握できるようにしている。誰が読んでもわか
るような書き方、記入漏れがないように気を
つけている。記録は介護計画の見直しにもつ
なげている。

入居前に家人から生活歴など情報の聞き取
りをしている。本人からも聞くようにしている。

一人ひとりに合ったペースで日々過ごしても
らっている。毎日バイタルをチェックし、変化
がないか確認をしている。

サービスが終了すると関わりがなくなってし
まう事が多いが、近隣の病院や施設へ転居
された場合は、面会へ行く等している。

会話の中から希望や意向を探ったり、本人に
聞いたりしている。困難な方は表情で判断し
たり過去の情報なども参考にしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　３階）

自
己

外
部

項　　目

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

看護師に指示を仰いでいる。緊急時マニュア
ルはあるが、訓練は行っていない。

定期的に避難訓練を行っており、参加してい
る。

協力病院との情報交換は常に行っている。

必要に応じて本人、家人と話し合い、希望に
沿って対応している。

かかりつけ医と連携しながら体調管理に努
めている。

気付いたことは看護師に報告している。

施設周辺の公園や飲食店などへ出掛けてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームいつくしみの郷　３階）

自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

就寝前に一人一人の能力に合わせて口腔ケ
アを行っている。

出来る事を把握し、利用者と職員が一緒に
食事の準備や片付けを行えるようにしてい
る。

毎日食事量をチェックしている。食事形態は
個々に合わせている。水分が摂れているか
確認している。

画一的に対応するのではなく、一人一人の
ペースに合わせ対応している。

好きな服やアクセサリーなどを装着できるよ
うに支援している。

その人に合わせた言葉掛けをしている。

職員が何でも決めてしまわず、個々の能力
に合わせて自己決定できるようにしている。
思いや希望が言える関係作りに努めてい
る。
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自己評価 外部評価
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自
己

外
部

項　　目

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

本人の希望や職員からの呼びかけで外へ出
られるようにしている。家人と外出される方も
いる。

一人ひとりの体調に合わせて昼間も休息の
時間が確保できるようにしている。又、日中
活動し夜間良眠できるように支援している。

お薬情報を確認し、薬の目的、副作用、用法
用量をはあくするようにしている。

その人ができる役割を作り、自信を持って生
活ができるように支援している。一人一人の
好きな事を把握し、楽しみを持てる生活が送
れるよう支援している。

乳製品を食べてもらったり、水分の摂取量に
注意するのと同時に、座りっぱなしにならな
いように生活の中で動く機会をつくるなどして
排便を促している。薬に頼りすぎないように
気をつけている。

入浴時間等の希望がある場合はその希望が
叶えられるようにしている。無理強いしない
のと同時に入浴したいと思えるような声掛け
等配慮している。

一人ひとりの排泄の力を把握し、それに合わ
せて支援している。
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自
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部
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50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

職員が何でもやってしまわず、その人がわか
ることできることを把握し、やれる環境作りに
努めている。

食堂の席以外の所にソファーを置き、自由に
好きな物同士で過ごせるようにしている。

居住空間は清潔を保つように心掛け、不要
な物は置かないようにしつつも無機質になら
ないようにしている。

居心地良く過ごせるように、自宅や今まで使
用していた家具や生活用品をお持ちいただく
ように家人へお願いしている。

希望があれば手元にお金を所持する事は可
能である。

事務所の電話は自由に使えるようにしてい
る。家族からの手紙は本人へ渡すようにして
いる。
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